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･ 比 証 / 屈折率 ■. 1酸 1両` 鹸化価 .
L･d警〒o･9277 T nL9-ユ･4793 4･6､-19L4･8






















払 油 管各種温弊 抽出緬 を行って如 炎の様な軸
共を得た｡ J
約1表の総和 子らェぎ油から三ゴ′｣ルを恐惇な状
















































































.鳥取県窪のエコ湖 に放ては 60｡で14倍客ら ふe-
191.
ヽ防 虫 科 学 歩 ユ6蚊
･Table3.Resultsof,largescaleexperimet)ttlPOnegOnOlextrctiohwithmethanolfroid･
cgoLSeedoilproducedinGifuPrefecture.･ ＼IA.YieldsandCompositions･












































































35.揮発性化合物の殺虫力*毒性瓦斯の殺虫力並に作用 -(第 3朝)料 I他廿 ･内田任那


































宣言警…誌 芸去霊 芸認 諾慧 芸,:三言t;､
′ろたあるものと冒える｡
本乾字においでは餅 は平均改元丑 (或は中央致死
血印も hlLD)及び供･H虫の 99%を殺す襲丑 (即ち
LD-99)に韮いて各種現品の詩力を比較するちとにし
たd即ちとれらの弊塵が小さいほど毒力が大なること
を意味する｡学術的には MLDによって魔力を比較
するのが正しいとされているが,実印的には LDl99.
矧 ま大沢氏等の冒われるごとぐ3次和効致死丑の如き
をとろがよいと思う｡
この研究は前述やごとく誹瀬が3;(都大学在跡目こ企
てたものせぁり.これが茂行もきたのは内田粗さ脚 士
をはじめ炎EZIにか げゝた多数の研究去凸諮恋の熱bな
協力の甲ものや 畠｡t`ゝ1号これらの謂抑こ搾甚な謝
眉を表する｡なお実験記銃の洛理･計井に関しては内田
博士及び昆虫学研究室員掛見常牧子雄の多大の援助を/
-ぇたo実時与れなくはこの報文は生れなかったであろ
う.と加 つれる｡,ら にゝ特にこれを述べて感謝ゐ舌を表
す｡なお東研究め迭行出束た碕 文部省科学研究費を/
いたi･いたもかげである｡謹んで学局に感謝の意を表
す次節である｡ I
